
Project No.20191030 

第 89 回 金融機関 システム部門マネジメントセミナー 

 (関係部門へご回覧ください) 

金融機関における IT 投資戦略 

仮想通貨交換所における仮想通貨の外部流出事件の発生などもあり、金融庁における金融

関連事業者へのシステムリスク管理体制の高度化要求は日に日に高まりつつあります。金融

庁では単なるサイバーセキュリティ対策の実行にとどまらず、システムマネジメント全般に

亘る内部統制やリスクコントロール手法の確立を要請しています。 

本セミナーでは、金融庁が取組みを強化しているサイバーセキュリティ対策をはじめとし

たシステムリスク管理全般の実務について、金融庁の問題意識を紐解きながら、具体的な実

装手法についてご紹介します。なお、本セミナーでは、技術的対応のあり方を深掘りするも

のではなく、実務全般にかかる検討手法などを好事例とともにわかりやすく解説することと

します。 

 

 

 
開催日：２０１９年７月２６日（金） ０．５日間 

          会  場：第２ニッキンホール（東京・市ヶ谷） 
         講 師：株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 パートナー 

                金融政策コンサルティングユニット長 

                          大 野 博 堂 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：C M C 
Computer Based Management College 
https://www.nikkin.co.jp/cmc.html 

※上記サイトからＷｅｂでの申し込みが出来ます 

 
後援：一般社団法人 全国地方銀行協会 

一般社団法人 第二地方銀行協会 
一般社団法人 全国信用金庫協会 
一般社団法人 全国信用組合中央協会 

https://www.nikkin.co.jp/cmc.html


金融機関における IT 投資戦略 

 カリキュラム 13：30～16：00 （13：00 受付開始） 

（以下の講演内容は都合により変更となる場合があります） 

Ⅰ．システムリスク管理の最近の潮流 

金融庁の問題意識の整理 

(1)金融庁主催の業態横断型演習「Delta 
Wall」から得られる示唆 

 
(2)監督指針におけるシステムリスクマネ 

ジメント 
 

(3)金融機関のシステムリスク管理態勢に 

おける指摘事項 
 
(4)金融庁が気にするペネトレーションテス

ト～欧米の事例とその必要性～ 
 
(5)好事例にみるシステムリスク管理態勢 

 

Ⅱ．効果的なシステムリスク管理とは 

１．システムに影響を与えるリスクは、シー

ンに分解して「柔軟に」考え想定してみる 

(1)ミサイル攻撃を受けた場合の対応 
 
(2)ゴジラや UFO が来襲したら 
 
(3)忘れてはならない内部犯行の可能性 
 
(4)リスクごとに対応手順を作成せずにすむ 

ための工夫 

２．金融庁の要請に応えるための準備 

(1)対応態勢の整備 
 
(2)拠り所となる規定類や手順の実装 
 
(3)管理態勢充実に向けた点検動作としての 

内部演習の必要性と参加者 
 
(4)経営トップの関与の在り方 
 
(5)内部監査の在り方と対応マニュアルの考 

え方 

大野 博堂（おおの ひろたか） 氏 プロフィール 
 NTT データにて金融派生商品取引評価システムの企画立案などを担当。その後、大蔵省大臣官房総合政策課にて

マクロ経済分析と国会対応に従事。現職では、中央省庁向けの政策調査・分析支援のほか、金融機関向けレギュレ

ーション対応支援、地方創生を主とした自治体向け調査分析・コンサルティング活動に従事。  

 著書に「金融機関のためのマイナンバー義務的対応・利活用ガイド」（2015）、「金融機関のためのサイバーセキュ

リティと BCP の実務」（2016）。 

 

 

 

 

 

 

 



ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０ CMC 事務局まで 

第８９回 金融機関 システム部門マネジメントセミナー 

金融機関における IT 投資戦略 

ホームページ用受講申込書（７月２６日開講） 

貴社名                                 

                                                

所在地  〒 

                                            

ＴＥＬ                ＦＡＸ 

 

Ｅメール 

受付番号 参加者氏名 所属（部・課・グループ） 役職 

    

    

    

☆ お申し込みいただきました方には、受講証・請求書・会場地図を郵送いたします。 
☆ 一週間経過しても届かない場合はご連絡ください。 

受講料 Ａ：CMC 会員価格   ２９，１６０円（本体価格２７，０００円） 

Ｂ：後援団体会員価格 ３１，３２０円（本体価格２９，０００円） 

Ｃ：一般価格     ３３，４８０円（本体価格３１，０００円） 

お問い合わせは、                           
株式会社 CMC 
ＴＥＬ０３－３２６１－４５５０ ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０  まで。 
注：振込先銀行 
みずほ銀行 市ヶ谷支店 普通預金 １７９７０４２     （名義） 株式会社 CMC 

振込予定日（できるだけご記入ください）   月    日 

受講についてのお願い 
①受講料は、セミナー開催日までにお振込みください。 
②銀行振込の場合は領収書を発行いたしません。 
③銀行振込に際しては、可能であれば貴社名の前に請求書番号の下３桁（枝番数字）を付記してください。 

振込手数料は貴機関でご負担をお願い申し上げます。 
④開催日一週間以内の受講キャンセルの場合、受講料の払い戻しはいたしません。 
⑤講演中の録音・撮影ならびにパソコン・携帯電話の利用はご遠慮ください。 
⑥ホームページに提携ホテル一覧がございます。特別割引もございますので是非ご利用ください。 
⑦諸般の事情により開催を中止させていただく場合がございます。 

 

３０ 


